
新型コロナウイルス感染症ワクチンについて

妊娠中の安全性について

 ①コミナティ筋注、COVID-19ワクチンモデルナ筋注の添付文書では、妊婦又は妊娠

   している可能性のある女性には予防接種上の有益性が危険性を上回ると判断され

   る場合にのみ接種することと記載されています。

 ②動物試験では、母動物が接種することで赤ちゃんに悪影響は見られませんでした。

 ③米国におけるｍRNAワクチンを接種した妊婦さんの登録調査では、副反応の頻度

　 は妊娠していない女性と同程度でした。流産や死産、早産などの頻度は一般的な

   妊婦さんと比べて上昇しないことが報告されました。現在も調査が行われています。

 ④妊婦さんが新型コロナウイルスに感染すると、感染していない妊婦さんと比べて

　 重症化する割合や早産等が多いとの報告もあり、ワクチン接種のメリットがある

   と考えられています。
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